
平成３０年９月３日（月）～平成３０年９月９日（日）〔平成３０年第３６週〕の感染症発生状況 

第３６週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)ＲＳウイルス感染症 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．２４人と前週（３．４６人）から減少し、例年より低いレベルで推移しています。 

ＲＳウイルス感染症の定点当たり患者報告数は２．２７人と前週（１．８４人）から増加し、例年より高いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は２．１９人と前週（２．１９人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。 

感染経路：咳やくしゃみ等による飛沫･接触感染 

潜伏期間：おおむね７～１０日 

症状：かぜ症状で始まり、長く続く咳に加え、短

く激しい咳が連続して起こり、笛の音のような音が

出る咳発作といった特徴的な症状を示す。 

治療方法：適切な抗菌薬での治療 

予防方法：ワクチン接種 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
    

   

  

 

  

  

    

   

  

 
      

        

      

  

今、何の病気が流行しているか！

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所保健福祉センター 
（問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０ 

第３６週報告数第２位

第３６週報告数第１位
ワクチン未接種の乳幼児は要注意！～百日咳～ 

百日咳は、百日咳菌を原因とする急性の細菌

感染症です。特に乳幼児が罹患すると重症化し

やすく、罹患した新生児やワクチン未接種の乳

児の半数以上が呼吸管理のため入院加療とな

ったとの報告や死亡例の報告もあります。 

市内では６月以降、毎週２件～９件の届出が

あり、第２３週～第３６週（６月４日～９月９

日）は累計で７３件にのぼりました。約９割を

占めていたのが１５歳未満の小児でしたが、ほ

とんどの事例でワクチン接種歴があり軽症で

した。 

川崎市における百日咳性別・年齢階級別発生状況 
－平成３０年第１週～第３６週－ 

百日咳菌は、抗菌薬による適切な治療によ

り、通常は服用開始から５日後にはほぼ陰性

となります。特に、発症から約２週間の間に

服用すると有効であるといわれています。 

川崎市における百日咳発生状況 
－平成３０年第１週～第３６週－ 

百日咳とは？ 


